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  いっせいに田植えが始まり、黒い土がみずみずしい早苗の田んぼに生まれ変
わっていきます。この美しい田園風景は過去何百年変わりません。 
  しかし、昨年来の政府のTPPへの参加表明でこの風景が大きく変わろうとして
います。TPPに参加すれば農業生産額が激減、食料自給率は今でも低い４０％
からさらに２７％に低下し、食の安全も守られないことから国民生活に大きな影
響が出ます。国民に十分な情報がないまま交渉が進んでいくことは許されませ
ん。 
  この状況の中、去る4月７日、「ストップTPP！県民緊急集会」が大津市のなぎ
さ公園で開催されました。荒天で寒さも加わる悪条件の中、県内各地から １００
０人が駆けつけ、「交渉への参加許すな」の熱気あふれる集会となりました。JA
滋賀中央会の万木敏昭、県医師会笹原吉孝両会長による主催者挨拶の後、各
分野から｢食の安全･安心が脅かされる｣(消費者）｢医療を儲けの手段に」（看護
士）「経済性だけを重視する協定」（畜産農家）など意見表明。国会議員も集会
に駆けつけ参加者を激励しました。参加者らは政府にTPP交渉参加を断念する
ことを求める「集会宣言」を採択後、大津駅、膳所駅までの２コースに分かれて
デモ行進しました。湖南市農業委員会からも4名の委員が参加しました。 
  私達は大きな影響をうける農業生産者として「参加許すな」の声を大きくあげ
ていかなければならないと集会に参加し改めて感じています。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

☆ＴＰＰ交渉参加するな！☆ 

「ＴＰＰ県民会議」 オール滋賀緊急集会 

ストップＴＰＰ！県民緊急集会 

４月６日なぎさ公園に１０００人が集結 



☆賃借料情報☆ 

標準小作料制度が廃止され、この情報に代わり、地域における賃借料の目安と

なるよう農業委員会が実勢の賃借料情報を提供します。 

湖 南 市 賃 借 料 情 報 

平成２４年（２０１２年）１月１日から同年１２月３１日に利用権が発生した賃借
料における賃借料水準（１０ａ当たり）は、以下のとおりとなっております。               
 

【田（水稲）の部】 

 平均額 最高額 最低額
デ ー タ 数
（筆）

基 盤 整 備
地域

7,100 48,700 2,000 103

未 整 備 地
域

3,500 11,400 1,000 37

（参考）
湖 南 市 平
均

締結（公告）された地
域

湖 南 市 全
域

6,100 140

＊１ データ数は、集計に用いた筆数です。 

＊２ 賃借料を物納支給としている場合は、６０ｋｇ当たり１５，３３２円に換算しています。 

＊３ 金額は、算出結果を四捨五入し、１００円単位としています。 

＊４ （参考）湖南市平均の平均額は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した 

         値です。 
 

 県は4月1日、日本がＴＰＰに参加した

場合、県内農産物の年間生産額が249

億円減少するとの試算を公表しました。

政府が3月に公表した試算方法に基づ

き農産物19品目のうち、県内産出額が1

億円以上の8品目を試算。その結果8品

目の算出額合計487億円の内249億円

が失われ、農産物全品目の産出額616

億円の４０％が失われることに。品目別

では、米と牛肉は半減、小麦、牛乳･乳

製品、豚肉は全く残らないなど大打撃を

受けることになります。 

品目名 県内産出額 県内生産減少額
（億円） （億円）

米 364 178
小麦 11 11
小豆 1 0

牛乳・乳製品 26 26
牛肉 58 26
豚肉 7 7
鶏肉 3 0
鶏卵 17 1
合計 487 249


